
 

 参議院議員の矢倉かつおです。常日頃からのご支援に心から感謝申し上げます。1 月

23 日に第 211 回通常国会が召集され、6 月 21 日に 150 日間の会期が終了しまし

た。 

 私は昨年の臨時国会に引き続き、予算委員会における公明党ただ一人の理事として、資

源や物価高から生活を守り、中小企業を含め地域で頑張り雇用を支えておられる企業を守

るために必要な予算の一日も早い成立に尽力してまいりました。今国会では本会議での代

表質問をはじめ、予算委員会で４回、国土交通委員会で４回、ODA 沖縄北方特別委員会

で３回の質問と憲法審査会で 2 度の意見表明を行いました。 

 国会閉会のご挨拶も兼ね、かつおニュース第２４号をお送りするとともに、公明党が推

進した各支援策の概要をお送りいたします。 

 今後とも引き続きのご指導、ご鞭撻を何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 5 月 24 日、防衛力の抜本的強化のために必要な財源を確保する特別措置法案は参議院

本会議で審議入りし、矢倉かつお議員が質問に立ちました。防衛力の強化に関して国民の

理解を得るため、防衛費を精査する仕組みとして関係省庁に第三者による専門家会議を設

置する必要性を指摘。「外交、防衛のみならず、経済や科学技術などさまざまな分野の専

門家を構成員とすべきだ」と主張し

ました。また、2023 年度予算で防

衛省・自衛隊の施設整備や船舶建造

の経費を公共事業費などに充てる建

設国債の発行対象としたことに言及

し、「この整理によって従来からの

公共事業予算が減額されることはな

いか」と政府の見解をただした。併

せて、自衛隊の輸送路となる道路網

などのインフラ整備は安全保障面で

も重要であることから「道路の老朽

化対策費を従来以上に確保すべき」
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と訴えました。岸田文雄首相は「従来の公共事業費を減額することはない」と明言すると

ともに、老朽化対策は喫緊の課題だとして「安定的、持続的な公共投資を推進する」と述

べました。 

4 月 25 日、食品ロス削減推進プロジェク

トチーム(座長＝古屋範子副代表)は首相官邸

で松野博一官房長官に食品ロス削減の一層

の推進、関係法令の改正も視野に取り組むよ

う求める提言書を手渡しました。提言では、

事業者など食品提供者の免責を含む法的責

任のあり方を検討するワーキンググループ

を設け、関係団体からヒアリングするよう促

し、フードバンクなどの活動を巡る各国の支

援制度を調査、国内団体への支援強化を検討するよう求めました。一方、外食産業の食品

ロス削減へ衛生上支障がない食べ残しの持ち帰りなど具体的な取り組みの普及を要請しま

した。 

 

 矢倉かつお議員は、3 月 3 日の予算委員会で 2023 年度予算案に関する一般質疑を行

いました。政府が掲げる「子ども予算倍増」を巡って、保育士や保健師、産後の母親をサ

ポートする「産後ドゥーラ」といった子育て支援の担い手を育成するための予算を充実さ

せるべきだと訴えました。また、AYA

世代（15～39 歳）のがん患者の在宅

ケアに関して、この世代が「介護保険

（サービス）の対象ではない」と指摘

し、終末期を含め、自宅で家族と過ご

せるよう在宅療養支援の必要性を主張

しました。 

3 月 17 日の国土交通委員会で｢住

まい｣に関する質疑を行いました。埼玉

県の｢ちちぶ空き家バンク｣を例に、拡

充の課題、見識等を問い、またさいた

ま市浦和美園のスマートホームコミュニティ街区の取り組みについての評価を伺い、斉藤

鉄夫国土交通大臣からは、地域の連携と協働の取組みをしっかり支えることができるよう、

必要な予算の確保に取り組んでいくとの回答がありました。 

4 月 20 日の国土交通委員会で｢交通｣に関する質疑を行いました。運転手不足の改善や

物流 2024 年問題の解決策として外国人運転手の解禁(特定技能に加える等)を議論すべき

と訴えました。また今回の法改正で｢道路運送高度化事業｣に AI オンデマンド交通が加わ

るが、さいたま市が取り組む｢共創型交通｣プロジェクトについて評価を伺いました。斉藤

国土交通大臣からは、まちづくり団体や商業施設運営者を含む地域の関係者が連携して取



り組み、地域の事業者から協賛金を募

る仕組みも構築するなど、今般の改正

法案に盛り込んだ、地域の関係者が共

に創る「共創」の具体的な事例であると

評価を頂き、優良なモデル事例となる

ことを期待するとの回答がありました。 

5 月 30 日の国土交通委員会で｢道

路｣に関する質疑を行いました。有料道

路の将来にわたる確実な維持管理･修

繕を行うため、債務完済後も料金は継

続して徴収すべきと訴えました。しか

し、より深刻なのは地方の一般道であり、メンテナンス費用を国としてどう支援するのか

問いました。国土交通省からは、当初予算に加え、「防災・減災、国土強靱化のための５

か年加速化対策」の予算も 最大限活用し、集中的に支援している。地方公共団体における

老朽化対策が着実に推進されるよう、引き続き支援を行うとの回答がありました。また埼

玉県の主要地方道熊谷小川秩父線における定峰峠トンネルを例に挙げ、道路事業の評価方

式を足切り方式ではなく、住民生活や地域経済、災害対応等の総合的な評価にすべきだと

訴えました。また長距離輸送トラックの中継施設として高速道路直結の民間物流施設の重

要性について、現在進められている久喜東スマート IC 計画の評価を伺いました。斉藤国土

交通大臣から、高速道路会社と連携し、久喜市に対して必要な協力を行ってまいりたいと

の回答を頂きました。 

 

３月３１日より首都圏中央連絡自動車道(圏央道)久喜白川 JCT～幸手 IC 間の暫定 2 車

線が解消し４車線化しております。矢倉かつお議員は 5 月 28 日工事完成式典に参加しま

した。完成後約１カ月間において、前年同時期には外回りで８回、内回りで４５回発生し

ていた交通集中による渋滞がゼロ回(速報値)となりました。４車線化により対面通行が解

消され、重大事故や事故発生時の通行止めの減少も見込まれます。 

初当選以来、繰り返し国会質問で取り上げてまいりました。埼玉県内の道路網の充実に

引き続き全力で取り組んでまいります。 
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1958 年３月 20 日生まれ 

東京都豊島区出身 

1981 年 3 月 東京大学工学部卒業 

1981 年 4 月 旧建設省入省 

1993 年 7 月 衆議院初当選 

現在、10 期目 

党幹事長、党埼玉県本部顧問、前国土交通大臣 
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を経て、2012 年 12 月 衆議院初当選 

現在、４期目 

党国対委員長代理、前財務副大臣 

 次期衆院選小選挙区公認予定候補を決定 

埼玉１４区(草加市、八潮市、三郷市)から挑戦する石井と、埼玉に隣接する 

東京２９区(荒川区、足立区の一部)より挑戦する岡本を紹介させて頂きます！ 


